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万が一の事故に備えて

立山砂防工事専用軌道（トロッコ）事故救助
訓練を実施します
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立山砂防工事専用軌道（トロッコ）には、工事関係者の他、富山県が主

催し立山砂防事務所が協力し取り組んでいる「立山カルデラ砂防体験学

習会」や砂防事業を行政視察するために、一般の方々等が乗車します。

そのため、立山砂防事務所、富山県、立山カルデラ砂防博物館、富山

県防災航空センタ－、軌道関係受注者等が軌道事故発生時に連携した

迅速な対応を図るため、県防災ヘリコプタ－も参加した事故救助等の訓

練を実施します。

日 時 ：平成２６年７月２９日（火）午前１０時００分～午後１時４０分

（現地実働訓練取材は立山砂防事務所に８：４０集合し、１１：３０まで

現地へはトロッコを利用するため単独での取材はできません）

場 所 ：立山砂防事務所防災対策室及び専用軌道妙寿スイッチバック１号

付近 （立山砂防事務所から約６．６㎞上流）

参 加 者 ：立山砂防事務所、富山県砂防課、立山カルデラ砂防博物館、

富山県防災航空センタ－、立山町消防本部、富山県上市警察署、

軌道運行等関係受注者



【Ｈ２５年７月の軌道事故救助等訓練の様子】

【軌道事故救助訓練場所 位置図】

担架で搬送訓練（現場） 災害対策支部情報伝達（立山砂防事務所にて）
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